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A
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剣
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六
三
頁

京
都
東
洋
史
研
究
曾

索
引
一
一
一
一
頁

本
書
は
著
者
の
永
年
に
わ
た
る
宋
代
科
穆
制
度
研
究
の
成
果
を
校
め
た
も
の

で
、
か
つ
て
『
東
洋
史
研
究
』
『
史
林
』
『
京
都
教
育
大
事
紀
要
』
『
羽
田
博

士
煩
害
時
記
念
東
洋
史
論
叢
』
『
塚
本
博
士
煩
欝
記
念
例
数
史
事
論
集
』
に
既
に

設
表
さ
れ
た
論
文
十
篇
を
も
含
む
。
著
者
自
ら
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、

「
二
十
除
年
の
研
究
の
中
間
報
告
と
も
い
う
べ
き
も
の
」
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
宮
崎
市
定
博
士
の
「
は
し
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
著
者
が
昭
和

三
十
六
年
、
博
士
放
を
得
ら
れ
た
「
宋
代
科
掌
制
度
研
究
」
と
題
す
る
撃
位
論

文
に
小
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
の
『
科
翠
』
『
九
品
官
人
法
の

研
究
』
そ
の
他
で
開
拓
さ
れ
て
き
た
、

{E史
登
用
の
面
か
ら
す
る
中
園
の
制
度

研
究
上
に
お
い
て
、
ホ
奮
は
、
宋
代
の
科
皐
制
度
を
は
じ
め
て
全
般
的
に
考
究

し
た
著
作
と
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
論
考
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
ま
え
が
き
」
か
ら
判
断
す
る
と
、
著
者
は
、
殿
試
の
創
設
、
登
第
即
穆
褐

の
創
始
、
別
頭
試
の
設
置
、
糊
名
法
及
び
謄
録
法
の
設
定
、
三
歳
二
貝
の
制
の

制
定
、
殿
試
に
於
け
る
策
聞
の
採
用
、
明
経
諸
科
の
慶
止
|
進
士
科
一
本
槍
の

確
立
l
、
殿
試
に
於
け
る
馳
落
制
の
撤
陵
、
進
士
科
に
於
け
る
詩
賦
の
腹
止
、 著

経
義
論
策
の
採
用
等
、
宋
代
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、
明
清
に
も
受
絡
が
れ
た

重
要
な
諸
改
革
に
注
目
し
、
こ
れ
を
宋
代
科
患
の
特
殊
性
と
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
特
殊
性
な
る
語
が
い
か
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
は
暖
味

で
あ
る
が
、
科
牽
制
度
の
確
立
期
と
し
て
宋
代
を
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
剣

断
し
て
お
く
。
本
書
を
通
じ
て
著
者
は
、
唐
お
よ
び
五
代
の
科
牽
制
度
と
の
封

比
に
於
い
て
宋
代
科
牽
制
度
の
特
質
を
強
調
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
が
、
爾

者
の
差
異
は
「
科
患
を
執
行
す
る
園
家

・
朝
廷
の
態
度
、
或
い
は

運
営
の
精

神
」
の
相
違
に
基
づ
く
と
し
、
し
か
も
唐
代
が
中
世
的
貴
族
政
治
の
時
代
、
宋

代
が
近
世
的
濁
裁
政
治
の
時
代
と
し
て
無
前
提
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
唐

・
宋

聞
の
科
事
制
度
の
差
異
を
説
明
す
る
箇
慮
は
か
な
り
表
面
的
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
感
を
莞
れ
な
い
。
著
者
が
特
殊
性
と
か
意
義
と
か
を
強
調
さ
れ
る
場
合
、
後

に
も
燭
れ
る
よ
う
に
、
安
易
に
近
世
的
濁
裁
君
主
政
治
と
直
結
す
る
こ
と
が
多

〈
、
具
僅
的
な
事
賓
の
綿
密
な
考
設
が
、
か
え
っ

て
説
得
力
の
乏
し
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
考
詮
を
軍
な
る
考
謹
に
移
ら
せ
な

い
た
め
に
も
、
事
賞
と
事
賓
と
の
具
種
的
な
連
関
と
、
そ
れ
ら
の
事
賓
を
含
む

全
過
程
で
の
位
置
づ
け
と
を
踏
ま
え
て
、
或
る
事
賓
の
有
す
る
特
殊
性
な
り
意

義
な
り
を
正
確
に
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
九
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
章
解
試
、
第
二
章
省
試
、
第
三

章
殿
試
、
第
四
章

科
目
、
第
五
章
箔
仲
掩
・
宋
郡
の
科
翠
改
革
案
、
第

六

章

北

宋
末
南
宋
初
期
の
科
場
と
例
数
、
第
七
章
北
栄
時
代
の
制
科
、
第

八
章
制
科
と
黛
字
と
の
関
係
、
第
九
章

府

州
蘇
撃
の
教
官
と
其
の
試
法
。

以
上
の
う
ち
第
三
章
ま
で
で
全
穫
の
約
八
割
を
費
し
て
お
り
、
ま
た
宋
代
科

翠
の
大
容
も
ほ
ぼ
こ
の
一
一
一
章
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
関
連
す
る
第

五
章
ま
で
の
内
容
紹
介
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、
第
六
章
以
下
の
論
考
に
つ
い

て
は
割
愛
し
た
。
な
お
容
末
に
宋
代
科
翠
登
第
者
数
及
び
絞
元
名
表
・
を
附
す
e

-138ー



403 

第
一
章
解
試
。
こ
の
章
で
は
、
唐
代
の
郷
貢
と
の
比
較
に
於
い
て
宋
代
解

試
の
特
徴
を
述
べ
、
試
験
官
〈
解
試
考
官
〉
、

試
験
方
法

(
解
試
取
態
)
、

試
験

場
(
解
試
場
屋
係
制
)
、
合
格
決
定
そ
の
他
(
解
額
)
等
の
賓
態
を
明
ら
か
に

し
、
特
殊
な
解
試
の
例
と
し
て
、
開
封
府
解
試
と
園
子
監
解
試
と
を
考
察
し
て

い
る
。

「
解
試
」
は
明
清
時
代
の
「
郷
試
」
で
あ
り
、
唐
代
に
は
「
郷
貢
」
と

務
さ
れ
た
科
翠
の
第

一
段
階
で
あ
る
。

「郷
貢
」
と

「解
試
」
と
の
最
大
の
ち

が
い
は
、
前
者
が
地
方
(
州
豚
〉
よ
り
中
央
(
朝
廷
)
へ
人
材
を
薦
迭
す
る
と

い
う
形
を
と
る
の
に
封
し
、
後
者
が
皐
力
を
試
し
て
人
材
を
選
抜
す
る
と
い
う

形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
つ
ま
り
中
央
と
地
方
と
い
ず
れ
が
主
慢
性
を

持
っ
て
い
る
か
に
唐
宋
の
ち
が
い
が
あ
る
、
と
す
る
。
ま
た
、
唐
代
に
行
な
わ

れ
て
い
た
「
公
容
」
の
禁
止
(
事
前
工
作
と
し
て
自
作
の
詩
文
を
貢
院
に
預
納

す
る
慣
行
の
禁
止
)
と
「
糊
名
・

謄
録
」
の
二
法
の
採
用

(受
験
者
の
氏
名
を

最
後
ま
で
明
か
さ
ぬ
方
法
の
賞
施
)
と
に
よ
り
、

専
ら
試
験
成
績
に
よ
っ
て
人

材
を
選
抜
す
る
徹
底
し
た
選
抜
主
義
、
試
験
至
上
主
義
が
、
宋
代
科
患
の

一
大

特
徴
で
も
あ
っ
た
。

著
者
は
こ
の
二
鮎
を
宋
代
解
試
の
特
徴
と
し
て
お
さ
え
た
上
で
、
考
試
官
の

資
格
及
び
其
の
選
差
法
、
解
試
考
官
の
組
織
と
員
数
、
解
試
考
官
の
慮
罰
等
に

つ
い
て
述
べ
る
。
考
試
官
は
太
租
の
頃
、
州
の
判
官
、
銀
事
参
寧
か
ら
選
差
さ

れ
て
い
た
が
、
や
が
て
知
州
が
行
な
う
よ
う
応
な
り
、
真
宗
・
仁
宗
頃
に
は
縛

運
司
が
掌
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
は
知
豚

・
蘇
令

・
懸
丞
な
ど
が
選
差
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
南
宋
に
入
る
と
寄
居
待
関
官
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
解
試
考
官
に
は
、
監
試
官
・
封
讃
官

・
監
門
官
な
ど
の
係
官
が
あ

る
。
監
試
官
は
解
試
の
監
督

・
不
正
行
震
の
監
察
を
行
な
い
、
封
讃
官
は
謄
録

官
(
第
二
章
で
扱
う
〉
の
謄
録
の
脱
設
を
-
訂
正
し
、
監
門
官
は
貢
院
の
門
の
取

締
り
と
奉
人
の
身
僅
検
査
と
を
行
な
い
、
直
接
の
試
省
審
査
に
は
考
試
官
が
嘗

た
る
。
こ
れ
ら
試
験
官
の
員
数
は
、
感
募
者
数
千
人
に
つ
き
二
、
三
名
の
割
で、

特
に
試
容
審
査
は
重
労
働
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
試
験
官
が
任
務
を
全
う
し
な
か

っ
た
り
、
請
託
な
ど
の
不
正
を
働
い
た
場
合
に
は
慮
罰
さ
れ
た
。

ま
た
、
解
試
に
熔
募
す
る
際
は
本
貫
〈
本
籍
地
)
の
州
府
に
限
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
本
貫
取
臆
の
原
則
は
ほ
と
ん
ど
守
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
胃
籍

・

寄宿応
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
、
特
に
文
人

・
事
者
が
多
く
、
合
格
率
の
高
い
京

師
で
甚
だ
し
か
っ
た
。

解
試
の
期
日
は
、
福
建
・
四
川
・
雨
庚
等
遠
隔
の
地
を
除
い
て
八
月
五
日
と

定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
貧
際
は
各
州
に
よ
り
直
々
で
あ
り
、
そ
の
間
に
不
正
が

行
な
わ
れ
易
か
っ
た
の
で
、
紹
興
二
十
四
年
(
一
一

五
回
)
、
四
川
を
除
い
て
全

圏
一
律
に
仲
秋
の
日
八
月
十
五
日
が
解
試
(
=
一日
間
行
な
わ
れ
る
〉
の
第

一
日

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

大
逆
人
・
総
蹴
以
上
親

・
諸
不
孝
不
悌

・
隠
匿
(
服
喪
)
・
工
商

・
異
類

・

信
道
館
俗
之
徒
の
七
種
に
相
嘗
す
る
者
及
び
重
病
人
は
解
試
に
態
ず
る
こ
と
は

で
き
ず
、
宣
官
・
脅
吏
に
も
資
格
は
な
か
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
・
高
麗
人

な
ど
に
は
許
さ
れ
て
い
た
。
年
齢
上
の
制
限
は
な
か
っ
た
が
、
十
五
歳
以
下

(
一
時
十
歳
以
下
と
な
る
〉
は
章
子
科
に
慮
ず
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
服

喪
の
際
の
赴
患
は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
次
第
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。

宋
初
、

進
士
科
は
詩

・
賦
・
論
の
三
題
及
び
帖
経

・
墨
義
を
試
し
、
明
経
以

下
諸
科
は
帖
経

・
墨
義
を
試
し
た
が
、一
柳
宗
の
と
き
、
王
安
石
の
言
を
用
い
て

唐
以
来
の
明
経
以
下
の
諸
科
を
罷
め
、

進
士
科
で
は
詩

・
賦
を
罷
め
、
経
義
論

策
を
以
て
取
土
す
る
大
改
革
を
行
な
っ
た
(
第
四
章
科
目
に
詳
述
〉。
ま
た

そ
れ
よ
り
先
慶
暦
四
年
(
一

O
四
四
〉
に
は
活
仲
海
の
建
議
に
よ
り
宋
郁
ら
が

科
翠
の
改
革
を
奏
上
し
、
皐
校
制
が
科
牽
制
に
隷
属
す
る
傾
向
を
改
め
、
事
校

を
濁
立
さ
せ
て
人
物
本
位
の
教
育
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
奏
上
は
宋
曾
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要
輯
稿
選
家
三
貢
皐
雑
録
に
記
載
さ
れ
て
い
て
、
北
宋
時
代
の
科
患
の
具
僅
的

な
運
営
方
法
を
詳
細
に
示
し
た
重
要
な
記
事
で
あ
る
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
ま

ず
底
く
皐
校
を
州
豚
に
建
て
、
教
授
は
縛
運
司
及
び
本
腐
の
長
吏
を
し
て
幕
職

州
蘇
官
中
よ
り
選
差
し
、
解
試
の
始
ま
る
時
ま
で
三
百
日
以
上
聞
学
校
で
宰
習
し

た
者
に
始
め
て
取
解
の
資
格
を
輿
え
る
。

ま
た
科
寧
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
帖
経
・
墨
義
を
駿
止
し
、
策
題

・
論

・
詩
賦
を
三
場
に
分
ち
試
し
、
三
場

全
部
を
通
じ
て
成
績
剣
定
の
上
、
及
落
を
を
決
定
す
る
、

聞学
校
教
育
を
等
重
し

人
物
養
成
に
重
貼
を
置
く
観
鮎
か
ら
糊
名
勝
録
法
は
駿
止
す
る
、
と
い

っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
は
約
四
年
間
賞
施
さ
れ
た
が
や
が
て
替
に
復
し
た
。

こ
の
沼
仲
滝

・
宗
祁
の
科
穆
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
も
と
り
上
げ
て

い
る
が
、
著
者
は
こ
の
改
革
が
結
局
四
年
で
駿
寵
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
た

だ
上
封
者
の

'「
使
に
非
ず
」
と
の
奏
言
が
あ
っ
た
こ
と
、
震
議
者
北
川
仲
滝
が
参

知
政
事
を
罷
め
た
こ
と
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。
首
時
の
間
宇
校
制
度
の
質
態
や

朝
廷
に
於
け
る
終
汲
聞
の
力
関
係
な
と
と
の
捌
連
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
け
、

二
十
年
後
の
王
安
石
の
科
穆
改
革
と
も
結
び
つ
け
て
、

改
革
の
必
然
性
と
改
革

内
容
の
合
理
性

・
不
合
理
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
制
度
改
革
の
意
義
づ
け
を

行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

諸
州
の
解
試
合
絡
者
総
数
は
毎
傘
卒
均
一
高
二
千
人
J
七
千
人
で
あ
り
、
唐

代
の
毎
科
千
人
以
下
に
比
較
す
る
と
格
段
に
多
い
。
ま
た
、
取
解
者
の
人
数
に

劃
す
る
及
第
者
の
人
数
(
分
数
)
が
至
道
三
年
〈
九
七
七
〉
以
後
定
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
十
封
二
、
十
封
四
、
十
封
五
と
愛
遜
し
、
同
県
宗
末
年
に
は
冗
官

の
蔚
を
も
た
ら
し
た
。
各
州
の
合
格
者
数
〈
解
額
)
は
開
封
府
及
、
江
南
地
方
州

軍
の
三
O
O
J
三
五
五
人
を
最
高
と
し
、
保
定
軍
、
銀
戎
軍
な
ど
の
一

J
二
人

を
最
底
と
し
て
各
州
毎
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
仁
宗
嘉
祐
三
年
(
一

O
五
八
)

に
は
解
額
が
牢
滅
さ
れ
た
。
こ
れ
は
四
年
に
一
回
行
な
わ
れ
て
い
た
科
患
を
二

年

一
回
に
改
め
た
た
め
で
あ
る
。
諸
州
軍
の
解
額
は
南
宋
に
入
っ
て
も
大
鐘
増

額
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
な
お
真
宗
治
卒
三
年

〈一

O
六
六
)
に
三
年

二
頁
の
制

が
確
立
し
、
こ
れ
が
常
制
と
な
っ
て
明
清
に
受
絡
が
れ
る
。

以
下
、
落
第
し
た
家
子
の
再
試
験
、
翠
人
を
穫
部
へ
解
迭
す
る
時
の
園
内盤
的

手
順
と
連
保
制
度
、
京
師
で
の
入
見
、

「
実
解
」
の
恩
典
等
に
つ
い
て
述
べ
、

開
封
府
解
試
と
園
子
監
解
試
は
別
に
節
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
。第

二
章
省
試
。
宋
代
科
翠
は
原
則
と
し
て
礎
部
向
書
が
掌
り
、
解
試

・
殿

試
よ
り
も
重
要
な
地
位
を
占
め
た
、
と
い
う
前
置
き
の
も
と
に
、
省
試
考
官
に

つ
い
て
ま
ず
述
べ
て
い
る
。
省
試
の
最
高
責
任
者
と
し
て
朝
廷
が
選
差
す
る
試

官
は
知
貢
翠
(
知
翠
ま
た
は
知
穆
官
と
も
い
う
)
で
あ
り
、
六
部
の
向
書
及
び

翰
林
間
宇
土
よ
り
選
差
す
る
。
原
則
と
し
て
一
名
で
あ
る
が
、
賞
際
は
二
名
以

上
、
四
・
五
名
ま
で
の
場
合
が
多
く
、
補
佐
役
と
し
て
同
知
貢
翠
が
若
干
名
任

命
さ
れ
る
。
ま
た
宋
初
で
は
翰
林
皐
土
を
以
て
機
知
貢
翠
と
す
る
例
が
頗
る
多

知
貢
鎮
の
職
務
は
、
第
一
に
試
容
の
去
取
剣
定
と
問
題
作
成
、

第
二
に
省
試

合
格
者
の
姓
名
を
天
子
に
奏
上
す
る
こ
と
、
第
三
に
省
試
執
行
に
先
立
ち
、
連

保
の
人
々
を
引
間
し
、
解
迭
放
を
照
合
し
て
間
違
い
が
な
い
か
確
認
す
る
こ

と
、
第
四
に
試
場
に
於
い
て
試
験
問
題
を
穆
人
に
出
示
し
、
問
題
に
闘
す
る
質

問
に
答
え
る
こ
と
、
第
五
に
不
正
行
局
の
監
察
と
違
犯
者
名
の
上
奏、

の
五
つ

で
あ
っ
た
。
知
貢
患
は
「
主
司
」
ま
た
は
「
主
文
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

知
貢
穆
を
補
助
し
て
試
容
を
審
差
す
る
考
官
は
内
簾
官
と
呼
ば
れ
、

同県
宗
の

と
き
封
印
糊
名
を
掌
る
官
が
始
め
て
置
か
れ
、
の
ち
に
貼
検
官
(
鮎
検
試且
官
官
〉

と
参
詳
官
と
に
分
か
れ
た
。
穆
人
の
答
案
は
最
初
、
封
印
官
(
封
蘭
官
ま
た
は

調
封
官
〉
の
許
で
各
首
を
糊
名
し
て
鮎
検
官
に
回
迭
さ
れ
、
貼
検
官
は
試
官
が
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程
式
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
貼
検
し
、
且
つ
そ
の
優
劣
を
つ
け
て
こ
れ

を
参
詳
官
に
迭
る
。
参
詳
官
は
ま
た
濁
自
に
試
容
を
審
査
し
、
お
わ
っ
て
知
貢

療
に
回
迭
す
る
。
内
簾
官
と
し
て
は
他
に
監
守
(
監
試
官
)
が
あ
る
。

閥
単
世
に
閥
係
の
な
い
試
官
は
外
簾
官
主
呼
ば
れ
、
封
調
官

・
謄
録
官
・
巡
舗

(
捕
)
官
・
封
讃
官
が
あ
る
。
封
粛
は
唐
代
に
糊
名
と
稽
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
糊
名
法
は
最
初
殿
試
に
於
い
て
設
置
さ
れ
、
後
に
省
試

・
解
試
に
及
ん

だ
。
糊
名
の
た
め
に
特
に

一
官
を
設
け
た
の
は
呉
宗
景
徳
四
年
(
一

O
O七
〉、

謄
録
の
法
が
省
試
に
設
置
さ
れ
た
の
は
大
中
群
符
八
年
(
一

O
一
五
)
で
あ
っ

た
。
封
印
の
後
、
字
放
を
附
し
て
謄
録
院
(
謄
録
所
)
に
回
迭
さ
れ
た
試
容

は
、
謄
録
院
で
謄
篤
を
行
な
い
、
英
容
(
本
答
案
)
は
こ
こ
に
存
置
し
、
謄
篤

し
た
も
の
が
知
貢
穆
(
後
に
は
参
鮮
官
)
に
回
迭
さ
れ
た
。
糊
名
法
だ
け
で
防

げ
な
い
不
正
は
、
謄
録
法
を
更
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
完
全
な
も
の

と
な
っ
た
。
し
か
し
封
粥
所
や
謄
録
所
に
於
い
て

「
文
谷
毅
棄

・
字
登
改
易
」

な
ど
の
不
正
行
潟
が
膏
吏
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
蔦
全
な
も
の
と
は
言
え

な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
外
簾
官
と
し
て
は
、
諸
科
の
人
を
取
締
る
巡
舗
官
、
貢

院
の
門
を
監
視
す
る
監
門
官
、
謄
録
官
の
謄
録
の
脱
誤
を
訂
正
す
る
封
讃
官
な

ど
が
あ
っ
た
。

省
試
は
英
宗
治
卒
三
年
に
至
り
三
年
二
貝
の
制
が
確
立
し
た
が
、
そ
の
期
日

は
正
月
中
と
定
め
ら
れ
、
南
宋
孝
宗
淳
回
一十
六
年

(
一一

八
九
)
以
後
は
二
月

一
日
に
開
始
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
省
試
の
競
字
率
は
六
十
六
人
に
一
人

と
い
う
特
に
多
い
年
も
あ
っ
た
が
、
北
宋
時
代
は
大
鐙
九
人
乃
至
十
四
人
に
一

人
の
割
で
あ
っ
た
。

著
者
は
次
に
試
貢
院
の
構
造
を
述
べ
た
後
、
別
頭
試
及
び
類
省
試
に
鯛
れ

る
。
類
省
試
は
南
宋
初
期
、
非
常
時
下
に
於
け
る
幾
則
的
な
省
試
と
し
て
開
始

さ
れ
た
も
の
で
、
北
宋
時
代
の
別
頭
試
を
「
類
試」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
て
紛

お
し
く
、
こ
れ
を
始
め
て
取
り
あ
げ
た
の
は
恐
ら
く
著
者
、
が
最
初
で
あ
ろ
う。

別
頭
試
は
、
解
試
と
省
試
に
際
し
、
避
親
の
原
則
に
よ
り
、
皐
子

-g
人
の

親
戚
が
考
官
で
あ
る
場
合
か
れ
ら
を

一
般
の
解
試

・
省
試
と
は
別
に
、
解
試
に

つ
い
て
は
縛
運
司
で
、
省
試
に
つ
い
て
は
別
試
所
で
試
験
し
た
も
の
で
、
同時
宗

の
時
に
始
ま
る
6

な
お
縛
運
司
の
許
で
行
な
わ
れ
た
諸
路
別
頭
試
に
つ
い
て
は

宮
崎
市
定
博
士
の

『科
奉
』
第
二
章
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

類
省
試
は
、
金
軍
侵
入
後
の
混
凱
の
た
め
、
種
部
で
省
試
を
行
な
う
こ
と
が

困
難
と
な
り
、

諸
路
で
縛
運
司
を
し
て
俵
り
に
省
試
を
行
な
わ
し
め
、
従
来
の

省
試
の
奏
額
を
各
路
に
配
分
し
、
提
刑
使
を
し
て
考
官
を
精
選
せ
し
め
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
考
官
に
人
材
を
飲
き
、
種
々
の
弊
害
が
生
じ
た
た
め
、
紹
興

三
年
(
一
=
二
三
)
類
省
試
は
罷
め
ら
れ
、
省
試
を
行
在
で
行
な
う
こ
と
と
な

っ
た
。
翌
年
に
は
川
峡
の
み
類
省
試
が
復
活
し
た
が
、
こ
れ
は
行
在
ま
で
の
道

程
が
遠
い
た
め
と
、
四
川
の
文
化
程
度
が
高
く
、
翠
人
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

る。
糊
名
法
と
謄
銀
法
と
に
つ
い
て
は
前
に
も
燭
れ
た
が
、
著
者
は
こ
れ
に
つ
い

て
特
に
一
節
を
設
け
て
い
る
。
謄
録
法
の
採
用
に
よ
り
、
唐
代
科
場
の
風
習
で

あ
っ
た
「
遇
務
」
(
穆
子
を
知
貫
患
に
推
薦
す
る
際
、
推
薦
順
に
氏
名
を
書
い

て
手
渡
し
、知
貢
奉
の
取
土
の
参
考
に
資
す
る
)
を
藤
組
し
、
こ
れ
が
、
著
者
の

言
を
借
り
れ
ば
「
四
民
卒
等
の
自
由
競
争

・
撃
力
試
験
を
建
て
前
と
す
る
科
患

の
正
常
な
る
姿
」
に
し
た
効
験
を
穆
げ
て
い
る
。
そ
の
他
糊
名

・
謄
録
法
の
効

験
と
し
て
は
、
前
に
鰯
れ
た
「
公
容
L

の
慶
紹
を
血
ぞ
け
る
。
「
公
容
」
は
「
行

容
」
「
温
容
」
の
よ
う
に
、
事
前
工
作
の
相
手
が
私
人
で
は
な
く
、

貢
院
に

直
接
行
な
っ
た
貼
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
が
、
宋
初
、
こ
の
慣
習
は
半
ば
公
認
さ

れ
た
形
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
糊
名

・
謄
銀
法
の
採
用
に
よ
り
、
「
公
昌
也
」

に
は
詩
文
の
題
目
の
み
を
録
し
て
問
題
の
重
複
を
避
け
る
だ
け
の
意
味
し
か
持
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た
な
く
な
り
、
素
率
を
観
る
資
料
と
し
て
の

「
公
翁
」
の
存
在
償
値
が
失
わ
れ

た
。

「
公
谷
」
は
賀
日
田
朝
の
言
に
よ
り
鹿
暦
元
年
(
一
O
四
一

)
に
廃
止
さ
れ

た
。糊

名

・
謄
鋒
の
二
法
は
「
遇
傍
」

「
公
谷
」

な
と
事
前
運
動
の
手
段
を
失
わ

せ
た
が
、
試
験
に
隠
ず
る
者
は
、
考
官
と
の
聞
で
預
め
示
し
合
せ
て
目
印
に
な

る
文
字
を
定
め
、
た
と
え
糊
名

・
謄
録
さ
れ
て
も
そ
の
試
容
が
誰
の
も
の
か
判

る
よ
う
に
す
る
「
谷
中
識
放
」
の
方
法
を
あ
み
出
し
た
。
こ
の
方
法
は
「
関

節
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
「
関
節
」
に
は
賄
賂
行
篤
も
含
ま
れ
る
。

「
容
中
識

鋭
」
は
太
宗
時
代
劉
師
道
の
弟
幾
道
が
殿
試
に
於
い
て
行
な
っ
た
の
を
始
め
と

し
、
諸
問
代
に
も
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。

第
三
章
殿
試
。

こ
の
掌
で
著
者
は
従
来
ほ
と
ん
ど
ま
と
ま
っ
た
考
究
の
な

さ
れ
て
い
な
い
殿
試
成
立
の
事
情
を
述
べ
、
殿
試
の
試
題
、
般
試
に
於
け
る
開

落
制
の
撤
駿
、
殿
試
に
於
け
る
吠
元
決
定
の
方
法
、
殿
試
考
官
、
殿
試
執
行
等

を
扱
っ
て
い
る
。

殿
試
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
ま
ず
著
者
は

殿
試
の
創
設
を
五
代
に
於
け
る
科
場
の
素
飢
に
封
す
る
革
弊
策
の
一
種
ま
た
は

そ
の
延
長
と
み
な
す
。
宋
太
租
は
節
鎮
の
楢
を
奪
い
儒
臣
傘
重
を
唱
え
な
が

ら
、
そ
の
取
土
方
針
は
非
常
に
消
極
的
か
つ
緊
縮
的
で
あ
り
、
且
つ
厳
選
主
義

で
あ
っ
た
事
質
に
注
目
し、

太
租
に
か
か
る
態
度
を
と
ら
せ
た
の
は
、
唐
末
五

代
以
来
の
科
場
の
素
飢
|
特
に
諮
託
が
甚
だ
し
く
、
太
租
と
し
て
従
来
の
制

度
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
情
質
を
排

除
す
る
た
め
の
具
髄
的
方
法
と
し
て、

第

一
に

「座
主
門
生
」
の
稽
を
禁
止
し

た
こ
と
、
つ
ま
り
省
試
合
格
後
に
知
貢
器
と
進
士
と
の
間
に
生
ず
る
一
種
の
黛

源
的
結
合
を
禁
止
し
た
こ
と
、
第
二
に

「
公
薦
」
を
禁
止
し
た
こ
と
、
つ
ま
り

知
盛
官
、が
貢
院
に
出
向
し
て
省
試
を
行
な
う
際
、
肇
閣
の
近
臣
文
武
官
僚
が
、

文
整
俊
優
な
り
と
の
名
獲
あ
る
穆
人
を
知
掌
官
に

推
察
す
る
風
を
慶
し
た
こ

と
、
第
三
に
「
殿
罰
」
(「殿
翠
」
と
も
言
う
〉
を
賓
施
し
、
成
績
劣
等
の
寧

子
に
封
し
、
制
裁
を
加
え
、
何
回
か
の
間
試
験
を
受
け
さ
せ
ぬ
よ
う
に
し
た
こ

と
、
第
四
に
貢
翠
官
を
厳
選
し
た
こ
と
、
第
五
に
特
賜
進
士
出
身
者
の
性
行
調

査
を
厳
命
し
た
こ
と
、
第
六
に
本
貫
取
解
の
原
則
を
徹
底
さ
せ
た
こ
と
、
を
寧

げ
る
。

こ
れ
ら
の
革
弊
策
の
施
行
に
も
拘
わ
ら
ず
、
情
質
も
排
除
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
太
租
は
乾
徳
五
年
(九
六
七
)
、
省
試
の
再
試
験

(
覆
試
)
を
中
書
に
於

い
て
行
な
い
、
こ
れ
が
愛
展
し
て
開
質
六
年
(
九
七
三
)
に
一
際
殿
試
の
形
式

が
整
い
、
関
賓
八
年
に
は
名
賓
と
も
に
殿
試
が
確
立
し
た
。
第
一

・
二
回
の
覆

試
は
臣
下
に
命
じ
て
行
な
わ
せ
た
も
の
で
、
先
例
も
あ
る
が
、
第
三
回
目
に

は
太
組
目
的
ら
出
題
し
講
武
殿
に
て
御
試
す
る
新
例
を
聞
い
た
。
た
だ
し
こ
れ
は

省
試
そ
の
も
の
の
重
複
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
編
倉
一
四
開
質
六
年
三
月
辛
酉
の

僚
、
及
び
文
献
通
考
省
三
O
選
彦
三
に
言
う
よ
う
に
、
開
質
六
年
に
殿
試
が
始

ま
っ
た
と
す
る
見
解
に
は
従
え
な
い
、
と
し
、
解
試
・
省
試

・
殿
試
の
い
わ
ゆ

る
三
暦
の
制
が
名
賓
と
も
に
確
立
し
た
翌
々
開
資
八
年
(
太
租
廻
落
の
前
年
)

を
殿
試
創
設
の
年
と
す
る
。
殿
試
は
以
後
整
備
の

度
を
加
え、

員
宗
の
時
、

「親
試
進
士
等
制
」
の
制
定
を
見
、
清
朝
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
鍵
化
し
な
い
。

太
租
の
殿
試
設
立
の
直
接
の
動
機
が
省
試
の
不
正
及
第
事
件
に
あ
っ
た
こ
と

と
と
も
に
、

太
組
が
本
来
「
制
科
」

(臨
時
の
勅
選
に
よ
る
取
土
)
を
愈
重
し
、

取
土
は
天
子
婦
ら
行
な
う
べ

し
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
も
殿
試
創
設
の
遠

因
と
し
て
寧
げ
、
こ
の
節
に
於
い
て
著
者
は
殿
試
が
太
租
の
科
場
革
弊
策
の
一

法
と
し
て
創
始
せ
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
、
通
常
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
月
並
み
な

文
治
主
義
の
採
用
で
は
な
か
っ
た
、
と
述
べ
る
。

次
い
で
著
者
は
正
奏
名
進
土

(十
J
十
五
回
以
上
省
試
を
受
験
し
た
者
や
嘗
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て
殿
試
に
落
第
し
た
五
十
歳
以
上
の
奉
人
に
、
直
ち
に
殿
試
を
受
け
さ
せ
る
特

典
〉
の
例
を
と
り
あ
げ
、
試
題
に
若
干
の
冨
別
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
正
奏
名
進
土
科
は
詩

・
賦

・
論
、
特
奏
名
進
土
科
は
論
の
み
で
後
に

詩
・
論
と
な
っ
た
。
こ
の
指
摘
も
恐
ら
く
著
者
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
殿
試
に
於
け
る
馳
落
制
の
撤
援
に
つ
い
て
一
節
を
設
け
る
。
つ
ま
り

仁
宗
嘉
祐
二
年
(
一

O
五
七
〉
、
全
穆
人
に
殿
試
合
格
の
判
定
を
下
し
た
こ
と

を
指
す
も
の
で
、
明
清
に
至
る
ま
で
の
常
制
と
な
っ
た
。
太
租
の
殿
試
施
行
の

意
闘
(
不
正
を
除
く
た
め
の
再
試
験
)
と
は
く
い
ち
が
う
が
、
勲
落
制
撤
暗
躍の

原
因
と
し
て
著
者
は
三
黙
を
奉
げ
る
。

一

張

元
の
西
夏
亡
命
事
件
、
二

欧

陽
傍
話
斥
事
件
、
三
富
弼
の
殿
試
無
用
論
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
一
は
張
元
が
殿

試
に
失
敗
し
そ
の
積
念
を
も
っ
て
西
夏
に
走
り
、
宋
に
侵
略
抗
戦
さ
せ
た
事
件

で
、
そ
の
根
源
が
殿
試
の
落
第
制
に
あ
る
と
す
る
議
論
を
と
り
あ
げ
た
も
の
。

二
は
古
文
滋
の
総
帥
た
る
欧
陽
備
が
、
讃
書
人
間
に
流
行
す
る
奇
慢

・
軽
薄
な

章
句
の
遁
放
を
闘
っ
た
た
め
に
愛
し
た
騒
擾
事
件
の
再
愛
を
恐
れ
た
た
め
に
鰍

落
制
を
罷
め
た
と
す
る
見
解
、
三
は
知
制
諸
富
弼
の
意
見
を
仁
宗
が
聞
き
入
れ

た
た
め
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
富
弼
は
殿
試
成
績
審
査
官
の
陳
容
の
貧
困
、
僅

か
一
日
で
詩
賦
三
題
を
課
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
充
分
翠
人
の

才
能
を
試
し
得
ぬ
こ
と
、
成
績
審
査
期
限
が
僅
か
十
日
の
た
め
審
査
の
疏
漏
を

来
た
す
こ
と
、
の
三
鮎
を
翠
げ
た
結
果
、
慶
暦
二
年
殿
試
停
駿
の
詔
を
愛
し
た

が
、
反
謝
意
見
に
押
さ
れ
て
三
日
後
に
書
留
に
復
し
て
い
る
。
殿
試
そ
の
も
の
の

撤
時
四
が
猛
反
釘
を
受
け
た
た
め
、
輿
論
を
刺
戟
す
る
こ
と
な
く
、
枚
思
の
目
的

も
遂
せ
ら
れ
る
と
し
て
仁
宗
は
勲
落
制
の
み
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
た
、
と
い
う

見
解
で
あ
る
。

著
者
が
殿
試
鰍
落
制
撤
援
の
原
因
と
し
て
血
ぞ
け
る
こ
の
三
貼
は
い
ず
れ
も
現

象
的
な
側
面
に
限
ら
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
、
仁
宗
時
代
に
科
皐
全
慢
が
放

漫
に
流
れ
出
し
た
こ
と
の
祉
曾
的
背
景
を
さ
ら
に
つ
つ
込
ん
で
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

第
四
章
科
目
。
こ
こ
で
は
王
安
石
に
よ
る
明
経
諸
科
の
廃
止
と
進
士
科

一

本
槍
の
確
立
と
を
述
べ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
に
筒
箪
に
紹
介
し
た
の

で
省
略
す
る
が
、
こ
の
骨
骨
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ

一
節
を
設
け
な
が
ら
、
雑
多

な
科
目
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
、
「
濁
裁
君
主
制
の
進
行
設
展
と
決

し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
で
は

た
だ
事
賓
を
強
調
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
濁
裁
君
主
制
と
の
関
係
に
つ

い
て
は

何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

事
貫
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
で
提
示
す
る
の
で
は

意
義
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

著
者
の
こ
の
よ
う
な
叙
述
の
仕
方
は
本

書
に
し
ば
し
ば
現
わ
れ
て
く
る
。

ま
た
、
新
制
度
の
創
設
な
り
改
一
草
な
り
が
、
そ
れ
を
断
行
す
る
個
人
め
考
え

方
の
ち
が
い
に
枚
約
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
断
定
の
仕
方
が
多
々
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
殿
試
の
鰍
落
制
の
撤
腹
の
際
に
は

「殿
試
設
立
者
太
租
と
仁
宗
と
の
聞

に
科
翠
に
封
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
に
、
大
き
な
差
遣
の
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
」
(
一
一
一
一
一

一
頁
)
と
結
論
的
に
叙
述
し
た
り
、

殿
試
の
吠
元
決
定
に
際
し
て

「太
租
は
角
力
を
以
て
、
太
宗
は
答
案
提
出
の
遅
速
で
、
同
県
宗
は
主
と
し
て
人

物
の
外
見
に
よ
り
決
定
し
た
が
、
各
々
そ
の
政
策
の
相
違
が
興
味
深
く
眺
め
ら

れ
る
」
会
二
九
頁
〉
と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
後
者
な
ど
は
政

策
と
呼
ぶ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、
制
度
・
政
策
の
運
用
・
賓
施
の
際

に
現
わ
れ
る
諸
現
象
の
吐
禽
的

・
必
然
的
な
側
面
と
は
巌
密
に
直
別
し
て
分
析

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
長
編
・
宋
曾
要
・
文
献
遁
考
か
ら
同
内
容
の
記
事
を
引
用
し
て
三
っ
と

も
列
摩
す
る
場
合
が
か
な
り
多
い
が
、
中
に
は
無
意
味
な
羅
列
に
移
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
本
文
を
讃
み
づ
ら
く
し
て
い
る
。
(
鳥
居
一
康
〉
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